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大
毛
の
極
樂
寺
に
つ
い
て
小
西
存
瀦
凸88.___
近
ご
ろ
同
寺
よ
り
し
て
、
建
暦
版
の
「
註
十
疑
論
』
が
發
見
さ
れ
た
ε
い
ふ
の
で
、
一
部
の
人
々
に
は
、
却
つ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
同
寺
が
宗
祺
の
御
遺
跡
で
あ
る
ε
い
ふ
P
)
°/)
に
就
て
は
、
あ
ま
り
多
く
世
間
で
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
樣
で
あ
る
。
大
毛
く
」
い
ふ
は
、
愛
知
縣
尾
張
國
葉
栗
郡
葉
栗
村
の
村
内
に
あ
る
大
字
の
名
で
、
汽
車
は
東
海
道
線
の
木
曾
川
驛
か
ら
、
東
方
約
二
十
丁
の
所
に
あ
る
村
落
で
あ
る
。
近
在
で
は
、
極
樂
寺
ε
い
ふ
よ
り
は
「
天
紳
さ
ん
の
お
寺
」
、こ
い
つ
た
方
が
能
く
通
す
る
。
境
内
に
有
名
な
天
紳
さ
ん
が
在
る
か
ら
で
あ
る
。
處
で
、
こ
う
し
た
邊
鄙
な
所
に
、
さ
ふ
し
て
宗
租
の
御
遺
跡
が
あ
る
か
・こ
云
ふ
ーこ
、
尾
張
風
土
記
の
中
に
、「
當
國
葉
栗
郡
若
栗
の
極
樂
寺
は
、
法
然
上
人
三
夏
不
出
の
鑾
な
り
」
-こ
い
ふ
記
事
が
見
へ
て
ゐ
る
。
初
め
清
光
寺
(鏤
の
信
冏
夫
が
、
こ
の
文
窘
て
不
審
を
懷
か
れ
、
い
ろ
く
ε
取
調
べ
ら
れ
.j)
1/)
こ
ろ
、
遠
州
内
田
村
應
聲
院
の
記
に
よ
つ
て
、
同
極
樂
寺
は
、
宗
狙
が
櫻
が
池
へ
參
拜
の
途
次
、
立
寄
ら
れ
た
御
逡
所
で
あ
る
ーこ
云
ふ
こ
ε
が
解
か
つ
た
。
天
文
年
間
、
木
曾
川
の
洪
水
に
遇
つ
て
堂
宇
こ
ご
ゐ
丶
く
流
失
し
、
一
時
廢
繦
の
貌
毳
つ
て
ゐ
た
の
を
、
姦
の
初
め
、
信
里
人
が
知
恩
院
の
門
主
(營
奪
在
裕
正
に
薫
覆
興
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
醴
の
位
置
(
極
樂
寺
の
東
北
方
約
+
丁
)
に
は
、
今
な
ほ
圓
光
譬
い
ふ
尼
庵
が
殘
つ
て
ゐ
る
。
事
は
発
信
冏
上
人
の
自
叙
傳
(攀
の
内
に
も
見
へ
て
ゐ
る
。
亥
隼
五
年
戌
婁
讖
元
)
再
・興
圓
光
大
師
道
跡
尾
州
葉
栗
郡
霙
寺
効
有
・難
。
 謂
ふ
,こ
こ
ろ
の
「
記
」
ε
い
ふ
は
、
同
じ
く
信
冏
上
人
に
よ
つ
て
纂
輯
さ
れ
た
望
西
の
『
聖
光
上
人
別
傳
』
の
附
録
に
,一,尾
張
國
圓
光
大
師
逡
蹟
再
興
記
」
ε
題
し
て
、
次
の
如
く
云
つ
て
あ
る
。
冏
甞
覽
二尾
張
風
土
記
殘
篇
唖日
葉
栗
郡
若
栗
極
樂
寺
者
.
法
然
上
人
三
夏
不
出
之
纔
室
也
。
故
冏
憶
久
矣
。
去
冬
有
レ容
、
譚
及
二于
此
幻云
木
曾
川
上
有
下
一
村
名
二
極
樂
寺
一者
上
、
乃
隸
二葉
栗
郡
噂
此
其
逡
蹟
非
耶
。
今
春
往
二
其
村
↓側
問
二
古
老
鱒傳
云
、
往
昔
有
γ寺
、
爲
二洪
水
凶
漂
流
、
唯
名
是
存
。
於
是
知
、
殘
篇
所
レ記
、
亦
信
然
矣
。
仍
慨
然
發
二再
興
之
願
嚇數
々
請
μ官
途
許
可
。
經
γ
日
土
木
功
畢
、
扁
日
二
せ
露
山
極
樂
寺
鴫
即
聞
二
之
于
華
頂
山
↓
辱
嘉
二其
擧
輔賜
二寺
鎭
三
品
黄
金
若
于
叩冏
夙
願
爰
滿
矣
。
鳴
乎
物
有
二興
廢
↓蓮
常
存
。
此
吾
大
師
護
持
力
之
所
γ致
者
乎
。
請
同
志
者
思
γ諸
。
文
政
紀
元
戊
寅
九
月
勢
州
松
阪
清
光
寺
信
冏
謹
記
。
倚
ほ
同
寺
の
縁
起
に
關
し
て
は
、
覗
在
卷
物
が
三
本
傳
つ
て
ゐ
る
。
何
つ
れ
も
文
政
元
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
卷
は
「
圓
光
大
師
御
逡
蹟
再
興
記
」
-こ
い
つ
て
、
信
冏
上
人
の
筆
に
成
つ
て
ゐ
る
。
一
卷
は
ま
た
「
圓
光
大
師
靈
像
縁
起
」
・こ
題
し
、
大
和
當
痲
奧
之
院
の
現
定
上
人
の
記
・し
在
る
。
今
ま
】
卷
は
「
園
光
大
師
舍
利
記
」
ε
い
つ
て
、
京
都
押
小
路
專
念
寺
の
隆
圓
上
人
の
記
、こ
な
つ
て
ゐ
る
。
寶
物
、こ
し
て
は
、
別
に
是
れ
ぞ
ε
注
意
す
べ
き
程
の
も
の
は
無
い
が
、
た
・
一
つ
建
暦
元
年
開
板
の
「
註
+
疑
論
」
だ
け
は
、
特
に
珍
重
に
値
す
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
建
暦
元
年
は
宗
祺
御
入
滅
の
前
年
で
、
即
ち
選
擇
集
が
初
め
て
開
板
さ
れ
た
歳
で
あ
る
。
何
ふ
し
て
か
・
る
寺
に
、
さ
ふ
し
た
珍
ら
し
い
も
の
が
傳
來
さ
れ
て
き
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
,こ
も
か
く
宗
組
の
御
遺
跡
,こ
い
ふ
寺
に
、
建
暦
版
の
古
板
本
S
い
ふ
は
、
何
だ
か
ゆ
か
し
い
感
じ
が
す
る
。
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